
ホソカワ製品を御愛用い

ただき、有り難う御座います。

消耗パーツ及び保守用パー

ツのご用命並びにメンテ

ナンス及びリフォーム（設

備改善）は、是非メンテナ

ンスサービス事業本部を

御利用下さい。

株式会社
プロセステクノロジーで未来を拓く
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ナウタミキサ（混合機）

の改造例

増産計画に伴って容量を増やし

たいのだが。混合物を変えたら

うまく稼働しなくなった。なん

とかメンテナンスを省力化でき

ないものか。など、稼働中の

「ナウタミキサ」について、こ

んな疑問をお持ちではありませ

んか。



さらに高い生産性をめざして。 リフォーム

で変わるスクリュー式混合機「ナウタミキサ」。
ホソカワミクロン・メンテナンスサービス事業本部は、各種ホソカワ製品の消耗パーツ及び保守用

パーツの販売、メンテナンスおよびリフォーム（改造）等のアフターサービス活動を行っています。

混合機・反応機においても「ナウタミキサ」で培った多くの実績をふまえ、より高い生産性をめざ

した改造等に対応。薬品・食品・化学・窯業セメント他あらゆる業種で、製造現場のニーズにお応

えしています。

現在稼働中の「ナウタミキサ」も

リフォーム（改造）によって、稼

働状況に合わせて、さらに高い

生産性と経済性をもつ混合機に

生まれ変わります。

ご安心下さい。

●増産計画がある。
●混合容量を増や
　したい。

●混合した製品
　の排出が悪い。

 下部メタルグラ
ンドパッキン部か
ら、粉もれしてし
 まう。

混合中に薬品等の
液体を添加したい。

●缶体の上のほう
　にも排出口を取
　　り付けたい。

  混合物の種類
が変わったため
に、粉が重くなっ
てしまい、馬力を
  大きくしたい。

●排出後の缶
　体の内部を熱殺
　菌したい。

●排出後の缶体の内
　部を混合時に加
　　熱したい。

投入量や、残量を
正確に知りたい。

●スクリューの
　摩耗が早い。

●スクリューの寿
　命を伸ばしたい。

原料をいれたまま
運転（再起動）した
い。

ケーシングの下の
ほうに穴が空いて
しまった。

ケーシングとブリッジの
間に追加ケーシングを入
れて容量を増やすことが
出来ます。

液体噴霧器マイクロイ
ン
ジェクションを取り付
けることにより、液体の

圧空パージ型下部メタルがございます。
※下部メタル方式のほかにピンジョイント方式もございます。

ケーシングを部分的に交換
可能です。
修理・改良はホソカワにお
任せください。

インバータを使い起動時自公転
の回転をコントロール制御する
事によりスクリュー及び駆動部
を損傷する事なく運転が可能です。

表面の退摩耗処理（自溶性金属溶射）を行
なったスクリューを製作可能です。

ケーシング外側に
ジャケットを取り付けることが可能です。

ロードセル計量装置を取り付ける
ことが可能です。

大型用のギヤボックスに変換することにより、

公転用と自転用のモータを別にすることが

出来ます。

スイングアームのギヤを標準の等速ギヤか

ら減速ギヤに交換することが出来ます。
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ナウタミキサの主要部品、メンテナンス

■定期点検・オーバーホール

本機駆動部分のベアリング・オイルシールは経年使用により消耗

致します。定期点検・オーバーホールを計画的に行なう事により

安心して機械を使用し不測の故障を未然に防ぎます。

当事業本部ではスペシャリストによる定期点検・オーバーホール

を迅速・確実・丁寧に取扱っています。是非御利用下さい。

※部品御注文の際には機械型式及び製造No.を併せて御連絡下さい。又取替の方も当事業本部を御利用下さい。

部品の取替は迅速・丁寧・確実な当事業本部におまかせ下さい。
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ナウタミキサ主要消耗部品

ウォームシャフト
ウォームホイル
ヘリカルギヤ大、小
スパイラルベベルギヤ大、小
公転シャフト
自転タテシャフト

ジャバラ
メネジブッシュ
オネジシャフト
スライドリンク
ブッシュ
ダンパーガスケット

ギヤーボックス部

排 出 口 部

ベベルギアセットA
ベベルギアセットB
７３゜タテシャフト
ヨコシャフト

カップリングAs
カップリングカバー、バンド
スクリュー

ユニバーサルジョイント
ゴッシュ、クロスピン、スクレーパ
皿ボルト、リテーナ
下部メタルシャフト
グランドパッキン
パッキン押え
ピンジョイント
ピボット、ピボットメタル
ピボットシャフト
ピボットメタルシャフト

スィングアーム部

ス ク リ ュ ー 部

下 部 メ タ ル 部
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